























































































ースとなった結拝兄弟は、[ a ]の永明県、[b ]の靖州、[ c ]の桂東県、[h ]の醴陵県、[ i ]の道
州、[ j ]の零陵県、[ l ]の祁陽県、[n ]の臨武県、[p ]の新寧県など広範に展開していたことが
わかる。むろん別書で指摘したように、元々相互扶助組織であった天地会は系譜関係が曖昧
であり、嘉慶年間に厳しい弾圧が加えられたために、人々は天地会の名称や組織形態を避け
るようになった。表中でも「天地会を復興した」と判断されたのは [d ]の張摒ら、[ r ]の劉
幗節らの 2例に過ぎなかった。
代わって登場したのは様々な会名であり、表では [d ]の三合会、[h ]の認異会、[ i ]の義気




















































































よ び 秘 密 結 社 項
8894-21号。
『康紹鏞奏稿』巻 7お
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【表 1】には [ f ]の程孔固、[ s ]の湯檉世のように青蓮教（金丹教）に入り、「長齋（菜食主



























 № 年　代 地　域 活　　動　　内　　容 出　　典
41
これら青蓮教と天地会が融合した事例として注目すべきは、太平天国とも深い関わりを持
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